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益城町の概要

・熊本県のほぼ中央からやや北寄り、熊本市東部に隣接
・「阿蘇くまもと空港」や「益城熊本空港インターチェンジ」などの交通
拠点が所在し、田園と都市が調和する町として発展

・人口34,499人（13,455世帯） （平成28年3月時点）

人口 32,947人
世帯数 13,118世帯
男 15,889人
女 17,058人

【人口・世帯数（平成30年6月時点）】

【主な公共施設】
・小学校5校、中学校2校
・総合体育館
・保健福祉センター
・交流情報センター
・男女共同参画センター
・文化会館 等
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H28.12.27熊本日日新聞に掲載

4月15日(前震後) 5月13日(本震後)

熊本地震の被害状況

益城町文化会館付近の被災状況（同一場所から撮影）
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寺迫地区

下町地区

宮園地区

熊本地震の被害状況
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熊本地震直後の活動
とんとん ファミサポ 自主事業 地域支えあいセンター事業 備考

・4/14 熊本地震余震 ・4/16 熊本地震本震
・スタッフ安否確認

・スタッフは交代でキッズ
ルームでボランティア

総合体育館の
トレーニングルームで
広場開所

プレハブで
広場開所

・町外団体からのキッズ
ルームの引継ぎを検討

・イベント計画

休止

・全会員電話にて
(約500名)の
安否確認

小学生子どもあそび場の
プログラムを作成

・住所決定後
活動可否を
はがきで調査

毎週 日曜日に
子こどもあそび場を開所

・益城町より事業委託
・各仮設団地の自治会長と調整
・プログラム作成
・仮設入居者支援研修
・スタッフ(看護師、保育士)
増員
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木村
車中泊

定期依頼会員の
方を対象に活動
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熊本地震直後の活動

スミセイ震災復興応援特別賞 受賞
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熊本地震後の自主事業

・子どものトラウマ反応が気になり、心のケアと一体となった
防災イベントを実施

・今後の活動の見通しを立てるために先進地を視察

＜防災イベント＞
2017.3 防災イベント
2017.7 ひとりじゃないよ 益城っ子 第一弾
2017.8 ひとりじゃないよ 益城っ子 第二弾

＜先進地視察＞
2017.６ 東北視察(仙台市、名取市、石巻市)
2017.９ 神戸、東京視察
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・アニバーサリー反応を意識し、心のケアと一体化した防災教育を実施

●パネルを使って投てき水パックで消火訓練 ●ハイゼックス袋で蒸しパンづくり

熊本地震から1年後の自主事業
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・楽しみながら防災について学ぶイベントを実施

■氷柱（陣太鼓）

■絵本の読み聞かせ

■ソーラークッカー

■投てき水パックで消火訓練

熊本地震から約1年半後の自主事業
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・震災後初の有料イベント(兼子氏のアドバイスでお土産つき)を計画

■ペットボトルピザ製作

■ボッチャ

熊本地震から約1年半後の自主事業
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熊本地震から約1年半後の自主事業

THE BODY SHOPによる ナチュラルメイク レッスン
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・今後の当NPO法人の見通しを立てるために先進地を視察（兼子さん同行）

・子育て中の母親が復興に向けて無理なく就業することの重要性を痛感

■のびすく泉中央 ■石巻復興支援ネットワークやっぺす

■子どもセンターらいつ ■にじいろクレヨン ■かぎかっこ

熊本地震から約1年半後の自主事業
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・子育て中の母親が復興に向け、就労訓練になるような場を提供したい
・地元食材を使った幼児向けお弁当作りを計画(上益城JAと協力)

将来的には…
母親たちが中心としたチームを作り、商品の構想、企画、開発、製造、
販売までを母親のアイデアを生かしながら進めていきたい

今後に向けて

JAの調理場での製造や
直売所での販売を予定
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